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あらまし： 本研究の目的は、現在、文書館・博物館・図

書館・研究機関・大学・企業などで構築されてしも様々 な

文化資源情報を、情報の構築サイドではなく、個別の利用

者の視長を反映して効騨句（.:.flj用・評価するための新しし、

機構を調査・砂関することにある。具体的には、ISOの標準

として採用された TopicMap(ISO-IEC13250:2鵬）を小規

+wぷアーグへ－,A札苅し仁美駅間ι坦用乞閉店し、 1を次
実験規模を拡大することによって、TopicMapの効果が期

待されてし、る氾1L型大規模データベースへの適用可能

性を検証する。今回は小規模デ‘ータとして、既に筆者が蓄

積した「源氏物語」日刻レ＼イパーテキストデ、ータの中から、

227枚の画像データを使用する。画像データは、いくつか

の主題に大別することが出来るため、トヒ。ックの地図作りの

インデ、ツクス付加が容易であり、今後ユーザーがこの画像

を使うためのモデルを提供することが可能であろう。ただし、

本研究は始まったばかりで、あり、具｛： ヲ旨成果にまでには

至ってし唯い。本論文では研究方法の見通し、及びサン

プルのDTD作成までを儒見し、読者の社陣l伶助言を仰ぎ

たい。将細切こは、TopicMapを本貯コ目自守である大規模

なデータにも適用し、その有ヲ掛金や弘司題点あ検言寸するつも

りである。更に、それらの成果をデータベース構築にフィ

ードパックし、検言せされた理論が、これまで蓄積されてきた

多様な文化資源情報のマネジメントや評価作業に対して有

効であることが証明され、これまで、以上lこユーザーに使い

やすい新たなデータ構築をサポートすることが出来ればと

願ってしも。

Summary: 百1epurpose of this research is to inv岱白伊te

effiぽtivem也氏Isto use凶彦氏aleゐtaoompiled in various 

配 ：hiv岱，mu蜘 m制 hbraries,not伽mdevelo問、sidesbut 

伽mthe st制戸intof凶ers.For one example of meめ吋s,I 

would凶ceto deal明白血eTopic Map(IS仁＞－IECl3250:2伐氾）

陀g指redrecently as a s回対ardof血eISO and do some 

m鎚rcheson its possib出tya討1飴validityfor凶-ge必tain the 

λML tonnat t'orttJe cぉeは凶おlwould apply tllls口児thOc1め

my m叫tilingualand multi-media也taof the Tale of Genji 

develo阿 inthe lぉt回 y聞吉凶wouldlike toα<:ate an叫 el

for various山ages. Fur廿1er,if it is possible, I will feed back 

the results to production sid岱 topromote d倒iveusage of 

large scale必ta

キーワード：トヒ。ツク・マップ、ユーザ人ー主体、部位、

「源兵物語J

Keywo吋：TopicMap,uぉr舟>rien阪:I,XML, Tale ofGenji 

1序苦命

伝続的な紙の本には、必ずインデ、ックスがついてし吃。

しかし、電子化されたドキュメントには、利用者側の

情報利用に便宜を与えるこの種の酒田章がなされていな

いし、 またインデ‘ックスを記述するルー／レも規約も存

在していない。確かに現在の高速な検索ソフ トウエア

（検索エンジン）を使えば、大量の電子文書から自動

的に、いわゆる指定された文字列を含むコンテンツ

を、”正確’lこアルファベット順に取り出すことは可能
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である。あるいは検索を目的として、 yahoo！などを使

って、ある特定の項目について膨大な数に及ぶ検索結

果集合を導くこともできるであろう。しかし、取り出

されたインデ、ツクスも検索結果も完緊に使うとなると、

あまりにも大量であり、無意味な文字列の連鎖にすぎ

ず、かえって我々を途方にくれさせるだけである。

今日、我々は「知や知識の蓄積と共有jを目指して

様々なドキュメントをコンピュータに入力・蓄積して

いるが、それらはいずれも、制作者側の視点から編成

されるデータベースであり、個別の利用者からみれば、

宝の山ではなく、ゴミの山である。いみじくもTopicMap 

の提案者の一人であるStevePep阿が fインデ、ツクスの

ない本は、地図（Map）のない国のようだJと言ってい

るように、「インデ、ックスのない電子ドキュメントJは、

何ら我々の知識構築には役立たない。こうした状況を

ユーザーサイドから解決すべく提起されたのが ISO

(ISO-IECI 3250）の標準として採用されたTopicMapな

のである。

2 TopicMapの基本概念

「卜ヒ。ック地図 ：TopicMapJとは、目初てな↑静匝資源、と

↑静日操作の間に「橋」をかけようとする試みである。

それは、抽象的なデータ同士の意味をつなぎ、新た

な知識を構築し、更にそれを新しい情報資源の地図と

して描き出す明去なのである。

Topic MapのモデノレぱDトヒ。ツク、②トヒ。ツクのデ、一

夕、及ひ⑤トピックの連玉沢association）の三要素から構成

される。

具イ柏ワな角宥免の為に、例として、 B.LeGrandとM.Soto

の実験を紹介する。

先ず Topicを定義しておこうo Topicとは、電子ドキ

ュメントにおける検索項目、あるし、はデータ項目で（本

や印刷物のインテ、ツクスに相当する）意病室聞の役割

を担った十静匝である。

たとえば、会議を開催するための資半羽青報を考え、

そのインテ守ツクスを作ってみよう。そして「この会議

がヨーロツノ々のパリで聞かれる知江会議であるJと想

定してみよう。

すると、個々の”役割（role）”を担った言葉、即ち、

論文、ビデオ、表、会議案内、等々で構成されたイン

デ、ックスが出来あがる。この場合、個々の言語（イン

デ、ツクス）を、更にメタレベルで、異なった”タイプ

(type）”のトヒ。ツク、例えば、会議、都市、国名等など

分けるならば、我々は、これらの個々のインテーックス

を結合して新しい情報を作ることができる。例えば

「XJ¥1Lヨーロツノ《会議がパリで開催される（凶＜eplace）。

パリはフランスに前主する。 (isin）」等々 である。即ち、

異なったタイプのインデ‘ックス同士をメタレベルの意

味機能で結びつけることによって、二つの結合、「開催

される」と「に相主する」を作り出すことができるの

である。

このように、 TopicMapは資粋↑静日のメタレベルに作

成される地図で、 トヒ。ックどI静日ソースの二つの領域

を分離させ、更にそれらのトヒ。ックとトヒ。ックの結合

を、基盤となった情報の資料（データが生じるレベル）

を超えたところに、新しい意病室関のネットワークを

構築する知識省｜随の新しし、方法なのである。

同時に、”地図”とし、う言葉が連想するように、”移

動可能な意味ネットワーク”の可制刷叫訓on）機能

も兼ね備える。そこで、次に可視化機能の側面を紹介

してみよう。

3.可視他鍬fとしてのTopicMap 

大規模な情報を可視化するために、 LeGrandとSoto

は開発されたMAGEソフトを利用しむこのツールは、

もともとは情報に色づけや、三次元表示、動画などの

手法を付加して、↑静匝を可視化するために開発された。

これをTopicMapの可視化に利用する。 TopicMapは

大量のトヒ。ツクの結合を可能にするが、そのすべてを

表示することは困難なため、まずは、関連する情報を

選択しなければならない。すなわち、関連情報の選択

には選別技術が不可欠となる。この選別技術は、 X九位

の属性である、「名前」と 「タイプ」 によって情報を選

別することによって実現される。現在、ネットワーク

上に広く用いられている H刊 1Lが、↑静Rの表現体裁の

制卸に限定してし、るのに比較し、部位は、権圭などの

タグ情報も提供することから、ネットワーク上での情

報共有の新しい機能として注目されつつある。結果出

力は次ページを参照~品、たい。上段が意味レベルと基

本概念、下段が、選択されたインデ、ツクスの連合例の

可視化である。

将来は、ユーザーの目的に応じた前宮命的な秩序に適

合するものへと選択技術が改良されることが期待され

てしも。前生論的知識とは、各分野の基本語からなる

語嚢で表記される知識を指す。一般に、そこでの概念

表記や、当然のことながら、自然言語の言己主を基礎付

けるものであり、これは、適切な KIF（知識交換形式

knowledge Interchange Fonnat）を指示したものでなけ



Topic t:11筒 主主耳目ciationt:1ies T E世『E...... 
0 """"" "'' ，.，・2 .l11oc同lienlrcu 

I location I <ill診Informationabout I ocation 
て－、て干1、γ＇＂＇；：；＇、：ー，1へ→~ • • a『l

盛翠齢 '''" 

巴自 Eコ 11iic 』

く 〉山E~IUt In 

~ 同・・－

ht levl'1 ri generalization 
~ ＂＂＇＇’…ゴ

""  4・’ jllJtrJ

右下
2nd l帆・dof~由1eralivitio11

~~凶
Topic Mapの意味レベル Topic Mapの基本概念

Topic Mapの連合の可視化

第 6回公開シンポジウム人文科学とデータベース（2000)I 5 



ればならない。語棄は新しし、概念の挿入がオープン（追

言己的に可能〉である辞書構造と概念構造を持った形で蓄

積されるようになろう。

こうして、これらの可視化出府や部位等の基盤梯Fr

をもとに、ユーザーは、自己のの関心lこ従った地図ぐlopic

Map｝を作成する。今後、 トヒ。ックと結合は政？齢世図、

経済地図、あるいは文化地図という風に拡大されると

推測される。

そこで、もう一つ、 S町ePφ阿が「オペラの本J

電子ド、キュメントを題材に行った研究を紹介しよう。

彼は、 TopicMapの描隼の代表者であり、ヨーロッパ

を根拠地に活躍している。ヨーロッパは、現在TopicMap 

の普及に非常に熱心である。その理由は、もちろん、

当地でも大量データの効率的利用が大きな関心事であ

るからに他ならなし。しかしTopicMapの拡大の裏には、

アメリカに遅れをとったヨーロッパの威信のようなも

のがある。現在、ヨーロッパは、人権問題やテ守ジタル・

デバイド（情報格差）に非常に過敏になっている。多

くの情報を発信するばかりでなく、受け手が、より適

切に、より公平に情報にアクセスすることへの関心が

高いのである。また、「知識は力なりJという伝統もあ

り、情報を、有効な知識の構築に利用しなければ意味

がたい、，Lし叶某本的育長j奪や持つ闘争三で一人一人

の個人の立場から、大量データをどのように利用し、

その知的活動を支援すべきかとし、う問題に関心が高ま

り、その答えの一つがTopicMapなのである。

本題の P句阿の研究に戻ると、一般に、オペラの本

であれば、どんなものであれ、原則的に、作曲家、作

品、劇場など、オペラに関連する”トヒ。ツク”を含ん

でいるl士ずである。

図1トピ？っ

トス力
くご〉イ担リーく二〉

くこ〉 ローマ 0 
蝶々夫人

く〉
フランス

〈二〉 フ引チー二

図1は、様々なトヒ。ツクが、電子ドキュメントの中で

並列的に相生する状況を図示したものである。本の裏

6 

のアルファベット順のインデ、ツクス同様、このレベル

ではこれらトヒ。ックのf錯 I](role）に差はなく、個々の単

語の羅列伏態と同じである。

このままでは、個々の語が、同等にテキストに埋没

する、いわばブレーン・テキストと同じ状況であり、効

果的な意味構築はできなし、

そこで、実際の印刷物のインデ、ツクス作りでも、言

葉の差異化の必要から様々な工夫がなされる。例えば、

個々の言葉が特別な意味を持つことを示すブとめに、タ

イプの違う文字列を作り、それを手がかりに、読者が

目的の個所を見つけやすくするようにしている。例え

ばえば、人名だけはイタリック表記の文字にするとか、

キーワードはボールド・タイプにするといった具合で

ある。あるいはジャンル分けをして、曲名だけをリス

トアップすることもあるだろう。

図2トピ型り・担イフ

ローマ 〈イ担リア

口
，＿一」

。
図2は、個々のトヒ。ックが、意味レベルで、異なった

タイプのトヒ。ツクで、あることを図示したものである。

こうすることによって、ユーザーは、個々のトピッ

クの属性を区別することができるようになる。そうす

ることによって、作曲家と作品のようにトヒ。ツク同士

の結合を行い、有意味な知識の構築を行うこと容易に

なる。

また、マルチ・インデ、ツクス、例えば、名前ごとの、

場所ごとの、主観ljのインデ‘ックスも作成される。

更に、 トヒ。ックのタイプは、作品名としての「トス

カjと、人物名の「トスカJも区別できるものにする。

あるいは、文中に出現する数字で表記されたデータに

ついては、その数字が、ページ数なのか、脚注の番号

を意味しているかなどの区別も可能になる。

トヒ。ツク的なインデックスとして、ここでも重要な

のは、①トヒ。ック（名前など一度以上出現する）、②ト



ヒ。ツク同士の連合、③個々 のデータである。

図3トピッヲの連合

トピッつ担イフ 出現個所 連結

ム国 図 存在

仁ゴ市 翁文 開催

く〉 人名 ビデオ

口 曲名 1古文集

具体的に、先のデータのTopicと連合を行い、データ

とトヒ。ックの聞に効期句な橋を架けてみよう。

＊トスカはプッチーニにより作曲されたー

＊トスカはローマで演じられた。

＊プッチーニlむレッカで生まれた

＊ルッカはイタリーにある

＊プッチ）ニはグエルヂィの影響を受けた。

としりた連合カ河乍り出される。

このようなトヒ。ックの結びつきによって表現される

Topic Mapは、情報資源に結びついた利用者のf見長にた

った情報資産の再表現を可能する。すなわち、ここに

挙げた情報はそれぞれ、ユーザーが作りだした新しい

情報なのである。

更に、情報資源、とTopicMapが互いに独立しているこ

とが重要とされる。これらが独立していることによっ

て、この地図は他のユーザーにも適用されるし、また

別の情報資源、にも援用可能となる。

このような考え方は、ユーザーサイドの利用を前提

したXMLの構想にも共通するものであり、現在、部位

とT叩icMapの融合実験が精力的に行われている。

次に、ここで筆者の行ったデータベース構築を紹介

し、 TopicMapへの応用の可能性について考察を進めた

し、。

4.「源氏物語jデータベース

1996年から98まで、 フランスのシャルル・ド・ゴー

ノレ＝リール第三大学およびフランス科学技術庁、The

JapanFotn叫ationなど、の協力で、フランス語版の画像デー

タベースの開発に従事しむ

画像（227枚）は、 1650年、 江戸日寺代随一の革新舗市、

山本春正の描いた木版画を採用した。実際は、貴重本

刊行会出版の「絵本源氏物語jをスキャナーで入力

した。

画像の原本は鶴見大学図書館と東京大学国文学研究

室が所蔵しているが、これらは、大部分紙も傷み、画

像もかすれており、公開される機会も少ない。そのた

め、テ手ジタルカメラのやスキャナーでの入力は不可能

で、あった。

一方、貴重本刊行会で出版された商像は、｛皮正が為さ

れておりスキャナーで、の入力にたえるもので、あった。

更に都合の良いことに、個々の画像には三人の

「源氏勅語」の専門家の手による5～6行の角有財1つ

いており、そこを読むだけでストーリー展開を追うこ

とができるようになっている。

4.1 画像のテーマ

227枚の画像のテーマを調べてみると、大体、以下の

6つのカテゴリーに分けることができる。

1）和歌の場面（手紙手習い、絵画を含む） 38枚

2）音楽の合奏9枚

3）宴会、遊び（狩り、舟遊び、雛人形、囲碁、双

六、舞し、） 35枚

4）恋（秘められた恋、覗き） 41枚

5）移動（車馬、船） 16枚

6）その他（自然、語らい、お化け、死、祈り、

新子、宗新子事、出産、見舞い、散歩、山歩き、

夢、教育）

上記の分類の内 1）和歌、 2）演奏、 3）宴会、 4)

恋の場面みを合計すると、 123枚で、全体の54.4%を占

める。しかしながら、複数のカテゴリーに属する画像

も多く、必ずしもこの通りの数にはならなし、

カテゴリーのハイライト・シーンを、いくつか紹介す

る。

A) 音楽徴唱力p占番号と画甑盈L番号）

音楽がカテゴリーのーっとして選ばれたのは、数の

多さによるが、それ以上に、平安文化に占める音楽の

儲 1］が非常に大きし、からに他ならな川
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上記の場面は、有名な「雨夜の品定め」で知られて

いる第2帖の一場面で、左馬頭が愛人の家を訪ねた折り、

庭先で笛を吹きその到着を知らせると、中から相手が

それに琴の件嘆で答える場面である。（2-8)

楽器が使われるシーンも多様で、宴会やコンサート

の場面はもちろん、逢し、引き、心の慰め、また踊りの

伴奏にも主要な役割を担う。

和琴、唐琴、笛、太鼓、主琵王室、太鼓など様々な

楽器が登場する。

B）恋

当然のことながら恋の場面は、覗きの場面も入れる

と41枚もあり、どれを選ぶか選択に困る。これは4帖か

ら取られた画像で（4-18）、光源兵と年上の愛人である

六条御息所と霧深い朝の別れのシーンで、女主人は、

寝所から目訟もぼったい目で源兵を見やっている。

源氏は見送りに出た女房の中将があまりに美しいの

で、御息所に隠れて、廊下の端の高覧に中将を座らせ、

寸暇を惜しんで戯れる。同時に、彼は庭に少女をおろ

し愛人へのプレゼント用に美しく咲き誇る萩や朝顔

を摘ませる。

浮気っぽし、源兵の有様を見事に伝える1枚であろう。

。宴会

これは右大臣家での藤の花の宴（32・124）の場面であ

る。紅葉や、桜の花見、梅の花見以外に、藤の花見の

場面が2回にわたって描かれている。藤の花の色の濃

いものは紫色で、蒔車部市は紫式部にふさわしい色と思

ったので、あろうtJ¥,

、



D）遊

これは、型単と軒端の荻が囲碁に興じる場面(3-1ので

ある。全体で囲碁の場面は3回登場する。 2回は遊ん

でいいるところ、もう一つは紫の上が碁盤の上に立っ

て、源氏に髪を切りそろえてもらう場面である。物語

全体では、囲碁を打つ場面は沢山あり、姫君達が、自

慢の木を賭けて勝負をするエピソードなど様々 である。

囲碁以外に、狩り、舟遊び、雛人形、双六、舞いな

ど遊びの場面は35枚もありカテゴリー第2位を占める。

このように、商像は、テキストだけでは分かりにく

し、平安時代の生活について、貴重な場面を描き出し、

様々な情報を提供する。面白いのは、上記の囲碁の場

面も含め、音楽の演奏の場面や、恋の場面で、他人か

ら覗カ通れている画像が多いことである。こうした版画

から、プライバシーが無い世界の有り様が容易に読者

に明らかになる。っし叱て、妻戸、格子、扉風、凡J帳、

御簾などの仕切りで因われた世界は、当時の建築や生

活様式の理解にも大きな助けとなる。

ところで、こうしたカテゴリ一分けは、翻って見れ

ば、実は個人的なものに過ぎない。多数の人々が同意

する解釈もあるだろうが、山本春正の画像データを自

にしたユーザーはもっと多様な関心を抱くであろうし、

新たな発見をすることであろう。だとすれば、データ

の製作者や提供者は、そうしたユーザーサイド、にたっ

て、ユーザーがデータを個人化（パーソナライス）出

来るように、データを再構築することが必要となる。

製作者が出来あがったデータをただ開共するだけで

はなく、より多くの人々に使いやすいデータベースと

して電子ドキュメントを開放することが求められる。

その方法の一つが、今回提起したTopicMapへの応用

なのである。

4.2 画像のテーマからトヒ。ックへ

画像データをTopicMapの手法で角特斤できるようにす

るための以下のような作業が必要となろう。

1）画像データを分類し、トヒ。ツクと開基項目

を洗い出す。

2) TopicMapをXML形式で作成する。

3）個々のデータへのリンクを張る。

4) Topic Map Navigator等のソフトを開発する。

1）の作業については、筆者がテーマ別にカテゴリ一

分けした以上に、ニュートラルに行わなければならな

い。即ち宿主論的な意味空間を構築できるようなトピ

ックの設計を行うことが必要となる。今回は場所（家、

部屋、庭等々）、人物げ調、氏、紫の上、 六鎖卸息女等々）

行為（ここでカテゴリーを生かし、遊ぶ、恋をする、

笛や雰などの楽器を演奏する、花見をする、等々を設

定）を選択肢とする。

2）の作業で、 トピックの定義や結合方式をXML形式

でコーディングする。

3）の作業で、 トピックの連合先、いわゆる画像への

リンクをはる。ここで有意味な知識の結合が具体化さ

れる。

例えば、

＊左馬頭が笛を吹く。2-8図の表示

＊光源」乏が六条御息女と恋をする。 4-18図

の表示

＊右大臣が花見をする。 32-124図の表示

＊空蝉が囲碁をする。 3-14図の表示

4）のソフト開発に関しては困難が予想されていた。

しかし、2α旧年II月17臼にOntopiaTopic Map Navi伊tor

が公開され，フリーソフトとしてダウロードできるとい

う最新アナウンスが出たことから状況は好転している。

このナビゲータを使用するのならば、プログラミン

グの必要はない。しかしながら、このソフトを利用す

るためには、白1的piaの定義に添った XML

DTD(Document Type Definition）の利用が条件となる。作

第 6回公開シンポジウム人文科学とデータベース（2000)I 9 
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成されたTopicMapが有効なものであれば、ナビゲータ

のブラウジングで求める結果を表示できるのである。

ただ、残念ながら本論文には間に合わないため、最終

的なチェックはできなかった。いづれにしても、 Topic

Mapのソフトがフリーで入手できることから、今後、

この手法の他分野への適用実験が一層進むと予想、され

る。

4.3 DIDサンプル

ここで、実験的なものであるが、部位 TopicMapの

DIDのサンプルの大枠を作成してみた。

泊伍TopicMap DID （割譲）

〈？治世version＝”1.0"en似主ng=”Shift_JIS『わ

く！ELEMI到Ttopiαnap

（切＞iC同蹴lmerg四時｝〉

<!ELEI¥伍NT切ic

（旬開釦鷲 ｜∞畑'S)>

<!ATI工！STtopic 

pl蹴 CDAll¥探EQl凪回

person CDATh 根 EQUIRED>

く！ELE恥伍NTocαmEMPTY> 

く！ATI工ISTocα瓜

instanceOf 純>cDATA ＃臥伊LIED>

<!El品伍NTa蹴 a在PlY
<!ATTLIST asαx: 

id ID #IMPLIED 

xLink #PCDA'.臥＃IMPLIED>

現在のところ、 トヒ。ツクの指定をどのように行うか

は検討中である。また画像データを町πTY指定にし

て外部ファイルとする予定であるが、その場合のE を

どのように言己主するカも未定である。

前出の白1topiaNavi伊御用のDIDへの佐Eも含め今

後の課題としたし、。

5. 将来の展望

ネットワークの進展がもたらした大きな変化の潮流

の一つに、先にも触れたがパーソナライゼーション

（個人化）が挙げられる。パーソナライゼーションへ

の傾斜は、例えば白1eto白1eマーケテインクーであり、白1

Den1and Publishingの出現など随所に見いだすことがで

きる。

一方、↑静匝技術の進展とともに、ネットワークを

した情報共有の検討が盛んであり、従来の図書館の機

構を発展させた「電子図書館jや 「電子博物館jなど

も実現されつつある。

しかし、上記のパーソナライゼーションの桝旦みは、

むしろ情報資源そのものを管理文橡とするこれらの機

構にこそ先んじて適用されるべきと言えよう。すなわ

ち、個々のユーザーの視長に対応した↑静財劃共であり、

情報利用者の視点に立ってパーソナライズされた情報

の構築が情報の有す訴lj用の鍵を握る。

今後は単にデータの管理者ネ見点からの統制に従った

情報蓄積に加えて、個々の利用者の視点に立った電子

化ド‘キュメントの”地図”作りが重要となろう。言い

替えれば、 T叩，jcMapに代表される情報資源のキ邸銭化の

研究を通して、情報資源のメタレベルでの再構築・再

編成が目指されhばならなし、

そのためには、、個別分野ごとに、 トヒ。ツクの相生領

域に根ざした 「トヒ。ツク地図テンプレート T叩icMap 

TemplateJを構築し、あわせてその有効性を評価する必

要がある。テンプレートの構築には、情報知識、情報

工学、知能情報学の研究者の協力を仰ぐ必要がある。

また、個別科学を構造的・総合的に構築できる分野ご

との専門化の協力も必要となろうし、ユーザーの利用

形態についての寿国債斉究も忘れてはならない。

今後、 TopicMapの研究を通して、情報資源のメタレ

ベルで、の再構築の方途を探り、将来的には、各分野の

トピックを標準化させ、意味ネットワークとして利用

者に流通させることが期待される。本研究は、そのた

めの小さな第一歩である。

7. 議括字
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